
1．はじめに

中央教育審議会の外国語専門部会は2006年3月末の報

告書（１）の中で、小学校高学年における英語必修化の方

向性を示した。経済界からの要請に端を発する国策とし

ての英語教育強化の流れ（２）に加え、現行の総合的な学

習の時間を中心とする英語活動の実施率が全国公立小学

校の9割を越えたこと（３）、保護者、学校評議員、首長な

ど学校教育関係者からの必修化への期待が大きいことな

どを勘案しての提言である。中央教育審議会答申が出さ

れるまで正式決定とはならないが、今のところ必修とし

ての英語は5年生からの総合的な学習の時間または領域

という位置付けである。報告書にはその方針について次

のような記述が見られる。

外国語専門部会としては、小学校の英語教育を充実

するに当たっては、次のような方向で検討することが

適当であると考える。

・広い意味でのコミュニケーション能力を育成するた

めの教育の一環として位置付けることが必要であ

る。言語は他者との対話の手段であり、グローバル

化した現代社会においては、異文化と共生するため

の対話という視点を含めて考えることが重要であ
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Abstract

The notion of Language Awareness（LA）, which is defined as“explicit knowledge about

language, and conscious perception and sensitivity in language learning, language teaching and

language use”has been applied to the language education in some areas in EU, and it is reported

to be effective as a bridge between L1 and L2 learning to some extent in the linguistic context of

Europe.

This study will introduce a program to put the notion of LA into practice in the Period for

Integrated Study in a local elementary school and quantitatively analyze the effectiveness of

the program in Japan.  If we divide the notion of LA into two categories, meta-linguistic abilities

and attitudes toward linguistic diversity, we can conclude that the effects can be expected in a

relatively short span of time in the former category but they are limited in the latter.
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る。こうした大きな枠組みの中で、国語教育と英語

教育とを積極的に結び付けて教育内容等を検討して

いく必要がある。

・日本語とは異なる英語という言語に触れることによ

り、言語の面白さや豊かさ等に気づかせたり、言語

に対する関心を高めこれらを尊重する態度を身に付

けさせたりすることなどを通じて、国語力の向上に

も相乗的に資するよう教育内容等を組み立てる必要

がある。

・母語は、対話の手段であるともに、思考の手段であ

り、また、世代を超えて文化を伝達するなどの重要

な機能を有する。日本人としての基盤となる国語力

の育成は、すべての教育活動を通じて重視される必

要がある。

つまり、英会話等のいわゆるスキルの向上を主眼とす

るのではなく、「異文化と共生するための対話という視

点」を含めた国際理解教育や、「対話」、「思考」また

「世代を超えて文化を伝達する」手段としての母語（国

語）教育にも「相乗的に資するよう」な英語活動を目指

すべきだという趣旨である。必修化が提言されたとはい

え、小学校英語がこれほど大きな役割を担うことを明示

された背景には、国語力低下への危機感 や英語優越意

識を助長することへの危惧（５）など英語導入慎重論への

配慮があると思われる。もちろん、国際理解教育も国語

力育成も教育課程全体で取り組まれるべき性質を有して

おり、専ら英語だけがその両目標に貢献すべきものでは

ない。しかしながら、根強い反対意見も残る中で新たに

必修化するからには、既存の教科や領域以上に大きな役

割を担うことになるのは避けられないであろう。

外国語部会の上記の提言を待つまでもなく、我々は数

年来、多言語・多文化共生意識を育むことを目標とする

英語活動の実践に取り組んできた。これに「国語力の向

上にも相乗的に資する」という目標を加え、英語活動カ

リキュラムの体系化を図りたいところではあるが、現時

点では、英語活動のみでこれらの目標を達成することは

困難であるという印象を抱いている。これまでの英語授

業実践において、わずかな効果しか見られないことを既

に確認しているからである（６）。

そこで新たな選択肢として、社会科や国語科など他教

科目とのカリキュラム上の連携が将来的には考えられる

が、本研究ではカリキュラム設計上比較的自由度の高い

総合的な学習の時間を利用した言語意識教育に注目す

る。次章で述べるように、言語意識教育は、母語の知識

を用いて言語一般の特性への気付きを促すこと、言語や

文化の多様性を認め、それらを尊重する態度を育成する

ことなど、いわば国語、外国語、社会などの複合領域と

も呼べる性質を有している。総合的な学習の時間におけ

る活動としてだけでなく、国際理解教育や国語力育成を

目標に含む小学校英語へと連動させる活動としても適切

であり、これまで初等教育においてこの種の活動を導入

すべきだという提案もなされてきた（７）。それにも関わ

らず、一部を除いて実践例は少なく、ましてやその成果

に関する実証的研究はほとんど見あたらない。この現状

を踏まえ、本稿は、公立小学校での言語意識教育の実践

例を具体的に示し、その効果を明らかにすることを目的

とする。

2．言語意識教育実践の背景

2．1．言語意識教育の定義とモデル

言語意識教育はその力点の置き方によって様々な定

義（８） がなされるが、ここでは古石の提案する「言語

『能力』を高め」「言語に対する『態度』」を育成する教

育（９）をその定義と考える。上でも述べているが、ここ

でいう「言語に対する態度」は、言語の多様性を尊重す

る態度と解釈する。

さらに、この言語能力向上と言語に対する態度育成と

いう二つの領域を担う具体的な活動に関しても、同じく

古石が挙げている例を我々の授業実践の基本的なモデル

としたい。すなわち、言語能力に関しては大津の「メタ

言語能力（言語を意識化する能力）の育成」のための言

語教育活動を、態度に関しては安井・石司の「多言語と

の出会いプロジェクト」をそれぞれ参考にしながら、

我々の言語意識教育実践の具体的なねらいを絞ることと

する。

2．2．メタ言語能力を高めること

メタ言語能力は、言語の構造的な仕組みを意識的に理

解・操作したり、言語そのものを思考の対象にしたりす

る能力だとされている（10）。大津は、言語教育において

この能力を高める意義を次のように述べている。

まず、無意識的に身に付いた母語の知識を対象とし

て、メタ言語能力の育成をはかります。それは、言語

技術教育（11）や言語理論教育（12）とあいまって、母語を

豊かに運用する力をつけることにつながります。一方、

メタ言語能力は意識的に形成される外国語の知識の学

習に役立ちます。母語の場合と同じく、メタ言語能力

は、また、言語技術教育や言語理論教育とあいまって、

外国語を豊かに運用する力をつけることに繋がりま

す（13）。

つまり、メタ言語能力を高めることが母語運用能力に

も外国語運用能力にもつながるという主張であるが、い

くつかの実践報告（14）を見る限り、実際に母語や外国語

の能力が向上することや、そもそもメタ言語能力自体が

向上することを示す明確な証拠はほとんど見あたらな

い。そこでまずメタ言語能力自体が教育現場において高
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められるのかどうか検証することを今回の実践の第一の

ねらいとする。

2．3．言語に対する態度の育成

ここで言う、「言語に対する態度の育成」とは、多様

な言語への気づきを高めることにより、「他者を尊重す

る態度の育成、母語中心主義からの脱却（décentration）

を図ること（15）」を意味し、多文化共生を主眼とする国

際理解教育への言語教育からのアプローチの一形態とも

考えられる。

例えば、前述の「多言語との出会いプロジェクト」は、

藤沢市の外国人児童・生徒対象の日本語教室から派生し

た、一般教室での「日本人児童をも対象とした国際理解

の授業」である（16）。そのねらいは、「複数の言語に出会

うことで児童が言語を相対化」すること、外国人児童が

自分の「ルーツ」に関わる言語も他の言語同様に重要な

ものだという意識を持つようになることに置かれてお

り、日本人児童、外国人児童双方の意識変容を試みてい

ることがわかる。

藤沢市のこのプロジェクトにおいて、3度にわたる授

業実践の後、外国人に対するイメージの調査が行われて

いるが、事前調査がなかったため、児童の意識の変化に

ついては残念ながら明らかになっていない。また、対象

となった小学校のように外国人児童が多数在籍している

場合と、ほとんどあるいは全くいない場合とでは、この

種の取り組みの内容、方法、効果等も異なってくるはず

である。そこで我々の実践の第二のねらいとして、多言

語状況にない公立小学校において言語に対する児童の態

度を変容させられるのかどうかを実証的に示すことを加

える。

3．授業実践

奈良市内の公立小学校４年生を対象とし、総合的な学

習の時間を利用し、１学期間2006年5月から7月にかけ

て全９回の授業を行った。この授業回数は、協力校の過

密なカリキュラム上調整可能な最大の時間数である。

また、授業は基本的に２つのモジュールで構成されて

おり、各モジュールはメタ言語能力、あるいは言語に対

する態度をテーマとしている。

授業内容及び活動計画は次の通りである。

3．1．授業内容

3．1．1．メタ言語能力を高める授業

メタ言語能力育成のモジュールは、大津の文法絵本（17）

や文法読本（18） 、国語教育で使用される「ことば遊び」

に関する文献等（19）を参考にして合計３回行った。その

うち２回はいわゆる「あいまいな言葉（20）」に関する授

業を、１回は「アナグラム（21）」に関する授業を展開し

た。いずれもメタ言語能力育成に効果があると考えられ

る題材だが、特に今回の教材として選んだ理由はそれぞ

れ次の通りである。

あいまいな言葉を選んだ理由は、4年生という児童の

発達段階上、それが教材として適切なことである。「日

本語の関係節構文のあいまいさに関わる子どものメタ言

語能力の発達の調査結果」では、小学校３、４年生から、

言語教育の場であいまいさに注意させるとよいと指摘さ

れている（22）。

アナグラムを選んだ理由は、教材として扱いやすいこ

とである。アナグラムのルールは理解しやすく、児童の

発達段階に合わせた難易度の調節が可能であると考え

る。

3．1．2．言語に対する態度の育成を図る授業

言語に対する態度育成のモジュールは、欧州諸国で使

用されている言語意識教材（23）に基づいて作成した教材

を用いて、計９回行った。モジュールの典型的な組み合

わせは例えば、次のような形である。

第１モジュールでは、ビデオを使い、多様な言語にお

ける挨拶の音声と文字を映像と共に視聴させ、それが何

語であるか考えさせた（何語かな？クイズ）。扱った言

語は、韓国語、中国語、ポルトガル語、台湾語、モンゴ

ル語、タイ語、アイヌ語の７言語である（24）。このモジ

ュールの終わりには毎回、扱った言語名と「こんにちは」

にあたる文字を世界地図に貼らせた（言語マップ活動）。

第２モジュールでは、「日常生活に見られる日本語以

外の文字」、「オノマトペ（擬音語）」、「外国語で書かれ

た看板」という項目を単独で、または組み合わせて取り

上げ、児童が普段気付いていない身の回りの文字や、言

語によって音の認識が異なること、さらに、同じ漢字圏

であっても表記や音声が違うことに気づかせた。

3．2．指導計画

上で述べた、「能力」「態度」それぞれの目的に関する

教材を組み合わせ、表1のような指導計画を作成し、ほ

ぼ週1回の割合で活動を実施した。
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4．調　査

１学期間の授業実践の事前・事後に調査を実施し、児

童のメタ言語能力及び言語に対する態度の変化を測定し

た。それぞれの仮説と各仮説を検証するための設問の内

容は以下の通りである。

4．1．仮説

メタ言語能力に関して　

仮説１　母語における語彙・表現の理解力が向上する

仮説２　言葉についての観察・考察力が伸びる　

仮説３　言葉に対する興味・関心が高まる

言語に対する態度に関して　

仮説４　諸言語に対する興味・関心・学習意欲が高ま

る

仮説５　他の言語を尊重する態度が育成される

吉 村 雅 仁・吉 田 伶 子・辻 田 理 恵178

表1 言語意識指導計画



仮説６　世界には多様な言語があることに気づくこと

ができる

仮説７　言語の識別能力が向上する

4．2．調査の設問内容

メタ言語能力に関して

仮説１に関して、メタファー（隠喩）やメトニミー

（暗喩）を含む慣用句の設問を取り入れた（25）。例えば、

「『にえ湯を飲まされる』とはどのような意味でしょうか」

という問いに対し、「気温が高くて暑いこと」、「あつい

お湯を飲むこと」、「ひどい目にあうこと」、「わからない」

という４つの選択肢を設け、問題文の意味と一致するも

のを選ばせた。

仮説２においては、２種類の設問を設けた。第一に、

文字体系から規則を見いだす設問として、日本人にとっ

て身近な文字であるハングル文字と点字を、事前と事後

でそれぞれ取り扱った。日本の50音表の一部分を各文

字で表記したものの内、抜けている箇所を埋める問題と、

各文字で書かれた語を日本語に直すという問題である

（図１参照）。第二に、言葉の構造上の規則を見いだす設

問として、回文（26）を取り入れた。例（27）から見いだし

た規則を応用し、回文をいくつでも書くという内容であ

る。

仮説３については、「『ことばあそび』は好きですか」

という設問に５点尺度（28）で回答させた（29）。ここでは、

メタ言語能力を高めるための活動に対して学習者の動機

付けが向上するかどうかを測る。

なお、「あいまいな言葉」と「アナグラム」以外を設

問内容としたことに関しては、授業で扱った内容を調査

に取り入れると、言語意識クラスの方が有利になってし

まうことを考慮している。

言語に対する態度に関して

仮説４に関しては、「新しいことばを知るのはすきで

すか」、「外国語を勉強してみたいですか」という問いを

設定し、諸言語に対する興味・関心・学習意欲を４点尺

度（30）で回答させた。

仮説５については、「外国に旅行するなら、そこで使

われていることばを勉強しようと思いますか」、「日本語
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が話せない子と友だちになりたいとき、その子の話すこ

とばを学ぼうと思いますか」という設問で、他の言語を

尊重する態度を４点尺度で回答させた。

仮説６に関わり、２種類の設問を設定した。第一の設

問は、「世界にはどれくらいの言語があると思いますか」、

第二は、「思いつく外国語をいくつでも書いてください」

である。前者は選択肢から選ばせ、後者は制限時間内で

記述させた。

仮説７では、音声と文字の識別能力を測るため、様々

な言語の音声を聞かせ、文字を見せることによって、個

別言語が区別できるかどうかを測定した（31）。

5．結果と考察

メタ言語能力と言語に対する態度に関する調査の結果

は、以下の通りである。

5．1．メタ言語能力の向上について

仮説1 「母語における語彙・表現の理解力」の向上　

に関して、有意差傾向が出ている（P=0.02<0.05）

仮説２　「言葉についての観察・考察力」の向上は見

られない（P=0.11）

仮説３　「言葉に対する興味・関心」は有意に向上し

ている（P=0.00<0.01）

仮説1について、調査分析では１％水準での有意差は

見られなかったものの、有意差ありに近い値が出ている。

このことから、言葉の解釈を意識的に行うことがある程

度できるようになったのではないかと考える。あいまい

な言葉の授業では、例えば「怒ったしかとさる」や「こ
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こではきものをぬいでね」など、様々な句や節の解釈を

行った。多様な意味の認識が、比喩表現に関して、字義

通りの意味からその慣用的意味まで理解の幅を広げる結

果につながったと考察する。

仮説２について、２種類の設問それぞれで有意差が認

められた。ただし１つは文字体系に関する設問の平均値

の低下、もう１つは言葉の構造に関する設問の平均値の

向上という相反する結果である。後者は期待通りの向上

を見せたが、前者が有意に下がっていたことは意外であ

った。

仮説３について、事前・事後調査における回答ごとの

比率を比較すると、ことば遊びが好きかという問いに対

して「どちらともいえない」との割合は低下（32）し、

「とても好き」「好き」を合わせた割合は大幅に増加（33）

している。このことから、児童が授業を通してことば遊

びを具体的にとらえられるようになったこと、さらにあ

いまいな言葉やアナグラムの活動に対して動機付けられ

ていることが窺える。

以上から、仮説1と仮説２の設問の合計点数を比較す

ると、事前・事後においてメタ言語能力全般の顕著な変

化は見られなかった。しかし、部分的にその向上の兆し

が見られることに注目したい。

5．2．言語に対する態度の育成を図ることについて

仮説４　「諸言語に対する興味・関心・意欲の向上」

は見られない（P=0.98）

仮説５　「他の言語を尊重する態度」に関する変化は　

認められない（P=0.85）

仮説６　「多様な言語の存在への気づき」は有意に高

くなっている（P=0.00<0.01）

仮説７　「言語の識別能力」は向上していない（P=0.48）

表2からわかるように、仮説６を除き有意な変化が認

められなかった。このことは、多言語状況にない公立小

学校において1学期間ほぼ毎週の言語意識活動を実施し

ても、言語に対する児童の態度変容があまり望めないこ

とを意味している。

唯一、仮説６の「思いつく外国語をいくつでも書いて

ください」という設問において1%水準で有意な差が認

められた。毎回15分程度で計７言語にふれる時間を設

けたことに加え、児童自らが自分で言語を調べて世界地

図に貼っていくという活動が影響していると思われる。

また、回答された言語について、授業で扱わなかった言

語が記入されている例もみられ、言語の多様性に関わる

知識だけでなく、様々な言語に興味を持つことができた

のではないかと推察される。

以上、言語に対する態度に関しては、「思いつく言語

名」の増加を除き、変容は見られなかった。しかし、授

業後の児童の感想には「世界にはいろいろな言葉がある

ことがわかった。これからもいろいろな言葉を勉強して

みたい」などの記述も多くみられ、数字としては現れな

いものの、児童の中に多様な言語への学習意欲の芽生え

が窺えることも付け加えておきたい。

おわりに

小学校5、6年次における英語の必修化を想定し、そ

れに先立つ言語教育として、4年生対象の言語意識教育

の実践例を示し、その評価を行った。

結果的に、多言語状況にない公立小学校における1学

期間週1回程度の言語意識活動という条件下では、メタ

言語能力の向上はある程度望めるものの言語に対する態

度変容はほとんど期待できないということが明らかとな

った。

言語環境は大きく異なるが、欧州のEvlang（34）とよば

れる言語意識プロジェクトおいて、その活動が効果を現

すには最低でも35時間必要だと指摘されていることを

考えると、我々が今回実施したような活動を1年程度継

続すれば何らかの変化が見られる可能性もなくはない。

しかしながら、それでなくとも過密な小学校カリキュ

ラムに、英語活動への橋渡しとして35時間の言語意識

活動を実施すべしという提案は慎重になされなければな

らない。1学期間の活動で得られた今回のわずかな効果

が1年間で飛躍的に大きくなる保証がない上に、ほぼ単

一言語とも言われる日本の中で、多言語状況にない小学

校における言語意識教育とりわけ言語の多様性に関する

教育がどこまで必要かという議論もさらに深める必要が

あるからである。また、言語意識教育に続く英語活動の

内容をどうするのか、英語活動によって児童の言語意識

がどのように変わるのか等の問題も残っている。

いずれにせよ、今後の初等教育における言語意識教育

の効果及び意義に関する議論は、今回のように教育現場

と研究者との共同作業を通してさらに深められるものだ

と考えられる。さらに、英語、国語などの各言語教育の

枠組みそして社会科など他の教科教育の枠組みも超えた

教育実践・研究が必要となるであろう。言語意識教育は、

国際理解教育と同様、正にそれらの橋渡しを必要とし、

また可能にさせる領域なのである。
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